
資格枠組のレベル定義（概要） 

＊1 汎用的な（認知的）技能および職務上の（実践的）技能を記述 
＊2 知識と技能を自律的に、責任を持って適用する能力を記述 

各レベルの目安 
レベル8：専修学校専門課程（2）卒業後15～20年経過（35～40歳）、博士 
レベル7：専修学校専門課程（2）卒業後10～15年経過（30～35歳）、修士、修士［専門職］ 
レベル6：専修学校専門課程（2）卒業後5～10年経過（25～30歳）、高度専門士、学士、学士［専門職］ 
レベル5：専修学校専門課程（2）卒業（20歳）、専門士、短期大学士、短期大学士［専門職］、準学士 
レベル4：専修学校専門課程（1）卒業（19歳） 
レベル3：高等学校卒業（18歳） 
レベル2：中学校卒業（15歳） 
レベル1：小学校卒業（12歳） 

レベル 知　識 技　能＊1 責任と自律性＊2

8

専門的実務／学問分野において最
先端のフロンティア。新しい専門
的実務や知見につながる分野横断
的な視点・知識・理解

研究や革新の重要な課題を解決
し、既存の知識や専門的実務を再
定義するために必要な、最も高度
な専門的技能

専門的実務や学問の最前線で、新
しいアイディア・プロセス開発に
対する権威、自律性、学術的・専
門的な誠実性および持続的な関与

7

高度に専門化された知識。その内
いくつかは、仕事／学習分野にお
ける知識の最前線。異なる分野の
知識・理解

実務／学問分野における主体的・
批判的洞察と分野横断的知識の統
合。新しい知識や方法論の研究・
開発・革新に必要な問題解決技能

複雑で予測不可能な課題に対する
革新的な取組が求められる仕事や
学習の管理。専門的な知識・実践
と管理への貢献・評価

6
理論や原理の批判的思考を含む、
仕事／学習分野に関する高度な知
識・理解

仕事／学習分野で、複雑で予測不
可能な課題の解決のために必要な
熟練と革新を実証する高度な技能

技術的・専門的活動を管理し、予
測不可能な仕事や学習の場面で意
思決定を行う責任。個人や団体の
専門的な開発を管理する責任

5
仕事／学習分野における総合的、
専門的、事実的、理論的な知識
と、その知識の批判的認識

抽象的な問題を創造的に解決する
ために必要な包括的な認知科学技
術と実践的技能

予期せぬ変化がある仕事／学習活
動の主体的管理と監督。自己と他
者の業績の点検・開発

4 仕事／学習分野における幅広い文
脈の中で事実と理論の知識

仕事／学習分野における特定の問
題の解決策を産み出すために必要
な一連の認知・実践技能

通常は予測可能であるが変化する
可能性のある仕事や学習の文脈の
中での自己管理。他者の日常業務
を監督し、仕事／学習活動の評
価・改善

3
仕事／学習分野における事実、原
則、プロセス、一般概念の知識

基本的な方法、手法、材料、情報
の選択・利用によって、任務を達
成し問題解決に必要な認知・実践
技能

仕事や学習の完了に対する責任。
問題を解決する際の状況に対する
自己の行動の適応

2
仕事／学習分野における基本的な
知識

簡単な規則と手法を利用した任務
の実行。日常的な問題を解決する
目的で関連情報の利用に必要な基
本的な認知・実践技能

監督下で、ある程度の自律性を持
った仕事や学習

1 基本的な一般知識
簡単な任務を実行するために必要
な基本技能

直接監督下で、構造化された状況
での仕事や学習


